










　ジェームズ・アダム（James Adam, c. 1732
−94）は，エディンバラの裕福な建設業者一
家に３男として生まれた。父ウィリアム・ア
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「 美 」 を め ぐ る 問 題 を 扱 っ た 複 数 の 論
稿 ― アラン・ラムジー『趣味をめぐる対






the Standard of Taste’, 1757），ケイムズ卿






















ローマで書きまとめた草稿ʻOf the Elevat- 
ion and its Movementʼである。現在，エ
ディンバラの公文書館に所蔵されているこの
草稿の中で，彼は立体物としての建築が視覚
的に的確に知覚されるために満たすべき条件
として，建築物の外観構成を過剰に複雑化さ
せることの危険性と，装飾要素の抑制的な使
用の必要を論じている。ジェームズ・アダム
が建築をデザインするにあたって重視したの
は，建築物の外形を形づくる外形線・輪郭線
と，光が射す明るい壁面と影になる暗い壁面
が外壁上に生み出す光と影のコントラストと
いった「可感的な性質としての二次性質」を
いかに効果的に生み出すか，ということで
あった。それは，近代美学の形成にスコット
ランド啓蒙主義の思想が果たした重要な功績
であるヒュームの「美的鑑賞行為に占める二
次性質の役割に関する論」に多分に触発され
たものであった。
５．「真に美を判断できる者」としての自覚
　ヒュームは試論「趣味の基準について」の
中で，真の美を判断するためには「様々な時
代や国民において称えられたいくつかの作品
を見，吟味し，評価すること」に慣れ親しみ，
「精妙な感情と結合し，訓練によって向上し，
比較によって完全にされ，一切の偏見を払拭
している強靱な良識」を有することが必要不
可欠であると主張した。さらに「微妙な芸術
に関して真に判断できる者は，きわめて洗練
された時代にあっても得難い性格」であるこ
と，そして「精妙な趣味の持主は稀ではある
が，人々の交わりの中にあって，そのような
人はその悟性の健全さと，他の人たちより諸
能力が優っていることによって，容易に際
立っている」と指摘した。つまり，もしある
芸術家が，真の「美」を判断することのでき
る域に達しているならば，その芸術家は多様
な時代や地域の諸芸術に関する豊かな学識と
経験を有し，健全な悟性を持ち併せ，他の
人々よりも諸能力が優っている存在，すなわ
ち知識人と呼ぶにふさわしい存在であるはず
であった。
　大学教育を受け，グランド・ツアーを経験
して様々な時代の諸芸術を観察する機会を
持ったジェームズ・アダムは，最新の「美」，
「美的趣味」の議論にも精通していた。アレ
クサンダー・カーライルによって「博識で思
慮深い人物」 と評された彼は，ヒューム的な
意味で「真に美を判断できる者」としての要
件を満たしていた。建築芸術の表現（デザイ
ン）に関する手法を文字化することで，理論
的な規範を定めようとした彼の姿勢の中にも，
その自覚を読み取ることができよう。
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